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長田 洋和（心理科学研究センター代表／専修大学教授）
Jennifer Cullen（CEO of Synapse Inc / Associate Fellow of Australian 
College of Health Service Management） 
“SYNAPSE’s efforts and achievements for children and persons with disabilities”
岡村 陽子（心理科学研究センター研究員／専修大学准教授） 
“A practice of neuropsychological rehabilitation for the elderly with acquired brain injury”
国里 愛彦（心理科学研究センター研究員／専修大学講師） 
“Neural mechanisms of Cognitive Behavioral Therapy for depression”
長田 洋和（心理科学研究センター代表／専修大学教授） 
“Literacy of developmental disorders in Japanese general population”
専修大学社会知性開発研究センター／心理科学研究センター（以下，CPS）では，様々な心
理学を融合し，新たな心理学の視座を提案することを目的の一つとしています。
今回の国際シンポジウムでは，応用心理学（臨床分野）を主軸に置き，さまざまな障がい（身体，
発達，高次脳機能，および精神）を有する者に対し，心理学が寄与してきた，および今後寄与で
きるであろう可能性を共有する場としたいと考えています。わが国に先駆けて障がい児・者への
援助およびエンパワーメントを実践しているオーストラリアより，非営利団体SynapseのCEOで
あるJennifer Cullen女史を招聘し，基調講演を行っていただいた後，CPSの研究員3名の研究報
告を行います。オーストラリアではどのようにして認知行動療法を効果的に提供しているのか，
また，治療（セラピー）に留まらない包括的な援助・エンパワーメントによるアドヴォカシーがい
かに行われているのかを改めて共有したいと思います。その上で，心理科学の研究を行う者が，
障がい児・者へ何ができるのか，また何をすべきなのかをCPSの研究員による研究報告の中から
少しでも見出せることができれば，基礎研究と応用実践の融合を発展させるきっかけとなるので
はないかと思います。
※ 本シンポジウムは国際シンポジウムとして英語で行われました。年報には当日の講演・研究報告内容を日本語
翻訳し，掲載いたします。
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【趣旨説明】
長田 洋和（心理科学研究センター代表／専修大学教授）
それではお時間になりましたので，シンポジウムを開始したいと思います。平成25年度国際シ
ンポジウムにようこそご参加くださいました。私たちは日本人ですが，このシンポジウムは英語
で行いますので，ご協力ください。
私は，長田洋和と申します。専修大学教授，専修大学社会知性開発研究センター／心理科学
研究センターの代表でございます。本日はこのセンター主催の下，「障がい児・者への認知行動
療法　基礎研究から応用実践へ　その発展と今」と題した国際シンポジウムを開催させていた
だきます。このシンポジウムは，Synapse Australiaにご協力をいただいており，Synapse 
Australiaからの実践家および研究者の皆様をお招きできることは，喜ばしいことでございます。
Synapse Australiaは，後天性脳損傷やコミュニティの理解を得られにくい行動により苦しま
れている方々のQOLの改善に献身されています。主に認知機能の損傷者に対し，積極的な行動
介入や来談者中心のサポートに取り組みながら，Synapseは，個人やそのニーズに目をむけてお
られます。ウェブサイトによれば，Synapseは質のよい住居用施設の提供，さまざまなアセスメ
ント，出版活動などをおこなっておられます。
日本において，認知行動療法（Cognitive Behavioral Therapy, CBT）は，問題をもつ子ども
や人々の援助のメインストリームとなりつつあります。しかしながら，CBTを体系的かつ包括的
に実施しているところは未だきわめて少数であります。特に，オーストラリアやアメリカ，その他
ヨーロッパ各国では，通常の場面で問題をもつ個人に対して体系的かつ包括的にCBTが実施さ
れています。本日私たちは，Synapseによるすばらしい実績や，問題をもつ子ども達や大人にど
のように対応しなければならないのかについて，多くを学ぶ機会を得ました。また，本センター
の研究者らが，研究実績を報告いたします。
岡村先生は，「高齢高次脳機能障害者への神経心理学的リハビリテーションの実践」と題した
ご自身の研究を報告なさいます。そして国里先生が，「うつ病に対する認知行動療法の神経作用
機序」について，最後に私，長田洋和が「わが国の一般人口における発達障がいリテラシー」に
ついて報告いたします。本日のプログラムは，お配りしている青い紙に記載されています。
Jennifer Cullen女史についてご紹介いたします。Jennifer Cullen女史は，Synapse Australia
のCEOでおられ，後天性の損傷や障がいをもつ子どもや大人のための実践的なサポートを広く
行っておられます。また，彼女は，Australian College of Health Service Managementのリサー
チフェローでもいらっしゃいます。本日は，基調講演として「オーストラリア『シナプス』におけ
る障がい児・者への認知行動療法の取り組みと成果」についてお話しいただきます。
本日彼女をお招きすることは大変に喜ばしいことであります。皆様，Jennifer Cullen女史です。
よろしくお願いいたします。
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【基調講演】Jennifer Cullen女史
【研究報告2】国里　愛彦（心理科学研究センター研究員）
【研究報告1】岡村　陽子（心理科学研究センター研究員）
【研究報告3】長田　洋和（心理科学研究センター代表）
